
バイヤーのニーズ 
 
①生鮮食品 

（青果・精肉・鮮魚・デリカ等）  
②加工食品 

（基礎調味料・菓子・パン等の生 
鮮食品以外の食品） 

 

＜商品例＞ 
Ⅰ 野菜・果物 
Ⅱ 豚肉・牛肉・鶏肉、ハム・ソーセージ 
     等の加工肉 
Ⅲ 生鮮魚、塩干物等の加工食品 
Ⅳ 揚物・煮物・寿司等の材料 
Ⅴ 豆腐・納豆・漬物・佃煮・魚練製品 
Ⅵ 牛乳・ヨーグルト・デザート・アイスク  
      リーム 
Ⅶ 調味料・乾物・簡便食品 
Ⅷ 菓子（米菓・スナック等）・パン・和菓 
      子・洋菓子 
Ⅸ 健康食品・健康食材  
Ⅹ 地元食材（愛知産、三河産、富山
産 
      等）                    etc.. 
 
 多数のご応募お待ちしております！ 

  富山第一銀行     名古屋銀行      商工中金 

※一部内容が変更となる場合がございます。 

□商談会参加までの流れ、留意点は裏面をご参照ください。 

ビジネス商談会「トリオでジョイント！」  
～ドミーとジョイント～ 

日時 平成29年8月4日（金） 10：00～17：00  
会場 名古屋銀行 ハートフルプラザ  

         名古屋市中村区名駅3丁目28番12号 大名古屋ビルヂング16階 
        TEL：052-562-0758 
共催  富山第一銀行・名古屋銀行・商工中金                   

サプライヤー企業を募集します！ 
 
募集企業数：24社程度 
商談時間  ：25分 
費用      ：無料 
申込締切   ：平成29年5月26日
（金） 

御注意：バイヤー企業の希望分野と合致しない場合は、
事前にお断りすることがございます。また、参加申込み多数
の場合は、バイヤー企業と相談の上、商談先を選定させて
いただきます。ご了承願います。 

商談バイヤー：株式会社ドミー 

 
 
 

 
 
大正２年創業、名証二部上場。 
 
愛知県の三河地方を中心に３５店舗
を展開する、地域密着型のスーパーマー
ケットです。 
 
皆様からご信頼いただき、気軽にお使い
いただける「地域の皆様の“冷蔵庫”」に
なることを、目指しています。 



参加申込から商談会当日までの流れ 

申込企業 

（サプライヤー） 

①「参加申込シート」及び

「商談品明細」をご記入の

上、「パンフレット」を添付し、

担当者へご提出ください。 

⑤商談の時間割を確認。 

富山第一銀行 

（名古屋銀行事務局） 

②申込内容を確認後、バ

イヤーに申込内容を送付。 

④バイヤーからの通知を受

け、商談の時間割を確定。 

申込企業に商談可否結果

と商談時間を連絡。 

㈱ドミー 

（バイヤー） 

③商談対象の商品である

かを確認し、商談の可否

を検討の上、事務局へ通

知。 

※お願い 
①商談時間割決定以降のキャンセルはご遠慮ください。 
②当日は開始15分前までに必ずお越しください。遅刻・キャンセルは無いようにお願いします。 
③商談時には、会社概要、商品カタログ、サンプル等をお持ちください（調理・物販行為はできません）。 
④当日は商談会用駐車場はございませんので、公共交通機関をご利用ください。 
⑤天候等の諸事情により商談会を中止する場合がございます。 

■お問合せ先              ※参加申込は最寄りの支店にお問合せください。 
富山第一銀行 ビジネスソリューション部  
TEL：076-424-1204 

商談会参加の留意点 

■ご希望の「商流」・「配送条件」がございましたら、商談品明細に必ずご記入ください。 
   「商流」の例   ：①直接取引、②問屋（●●社）経由 等 
   「配送条件」の例：①配送可能エリア、②配送可能ロット、③配送に伴うリードタイム 等 

注意事項/●バイヤー企業の希望分野と合致しない場合は、事前にお断りさせていただくことがあります。●申込内容
はバイヤー企業に事前に提供します。不明な点等について、事務局・担当者から問合せする場合がありますので、ご
対応願います。●本商談会はビジネスチャンスの場を提供するもので、取引を保証するものではありません。●会場内
外を問わず、調理行為、危険物の持ち込み、物販行為は固くお断りします。●本商談会を契機に発生したトラブル・
損害について、当行は一切責任を負いかねます。●商談会当日は、商談の様子をカメラ・ビデオで撮影させていただき、
当行の広報活動に使用させていただく場合があります。●バイヤーの都合により、商談会を取りやめる場合があります。 

⑥商談を実施。＜1商談25分＞  

※当日は商談開始時刻の15分前までに会場にお越しください。 

 地域とともに。さらなる信認、さらなる進化を 


